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2/21評価解析プラットフォーム 『FC-Platform』
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【WP1】 データ駆動型アプローチ （材料開発研究に貢献）

【WP２】 モデル駆動型アプローチ （基盤技術開発に貢献）
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触媒層構造・物性情報（第４回オープンシンポジウム）

⇒触媒層厚さ、Pt量を反映 ⇒炭素担体構造を反映

MIRAI材料・試験走行品解析を通した材料解析ーシミュレーション連携
評価解析プラットフォーム内で取得された情報を、シミュレーションに反映

⇒担体凝集サイズを反映 ⇒Pt粒子径を反映

WP2 モデル駆動型アプローチ

G. Inoue et al. J. Power Sources. 439, 227060 (2019).
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触媒層構造・物性情報（第４回オープンシンポジウム）

MIRAI Gen.2触媒に特有の現象解析・構造情報を追加し、シミュレーションの精度向上へ

WP2 モデル駆動型アプローチ

クライオTEM

アイオノマの被覆状態

担体内外の粒子径分布、組成比

アイオノマの侵入長／充填率
メソ孔分布／連通性

3D-TEM

SEM/STEM/EDXオペランドXAFS

担体内触媒の劣化現象解析

G. Inoue et al. J. Power Sources. 439, 227060 (2019).
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触媒層構造・物性情報（第４回オープンシンポジウム）

MIRAI Gen.2触媒に特有の現象解析・構造情報を追加し、シミュレーションの精度向上へ

WP2 モデル駆動型アプローチ

第8回FC-Cubicオープンシンポジウム
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7/21世界最高レベルのX線CT可視化技術

nm μm mm

10 µm10 µm

GDL

MPL

液水

MPL内の液水

炭素繊維

触媒層内の凝縮水の可視化に成功

MEA内の凝縮水の可視化/定量化に成功



8/21中性子イメージング 作動中MIRAIセルの凝縮水観察

第8回FC-Cubicオープンシンポジウム



9/20放射光イメージング（CSI） 実セル内の水/元素可視化
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H2OPtCe
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凝縮水

※テストセル作動中で可視化

1mm
Ce （MPL）
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1mm

オフラインの実機セルで可視化

第8回FC-Cubicオープンシンポジウム
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触媒層構造・物性情報（第４回オープンシンポジウム）

高度な現象解析により、シミュレーションの精度向上の貢献

WP2 モデル駆動型アプローチ

凝縮水可視化

PEM劣化 被毒・回復／プロセス

触媒層・担体構造

SANS 
(CROSS/KEK)

HR-XANES (電通大)

高分解能STEM (JFCC)

HAXPES (日産アーク)

CXDI (北海道大学)

SAXS (大阪工業大)

蛍光X線 (立命館大)

マイクロCT (名古屋大)

ナノCT (京都大)

コンプトン散乱 (JASRI)

中性子イメージング
(JAEA/KEK)
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触媒層構造・物性情報（第４回オープンシンポジウム）

材料研究グループの材料解析を進めている。
指摘・要望への対応を進めている。

WP1 データ駆動型アプローチ

データ登録数
測定した触媒 123

XAFS 78
HAXPES 518
XRD 90
PDF 92
SAXS 142

データの蓄積が進んいる。MIグループとの連携を開始。



事業概要とまとめ

1. 期間 開始：2020年7月 終了（予定）： 2025年3月

2. 最終目標
PEFC評価解析プラットフォームにおける分析／解析技術の役割として、
材料開発グループから提供される材料の分析／解析支援を行い、さらに
産業界の課題解決を進めるためのシミュレーター開発支援とそのための解析技術の高度化を実施し、
確立した分析／解析技術を広く産業界・学術界へ普及させる。

3.成果・進捗概要
①WP 1 データ駆動型アプローチ：材料解析支援
・電気化学Gと連携し、2021年度末までに15機関に対し解析支援を実施。
指摘事項を取り込み、運用の改善を検討中。

・標準材料解析プロトコルを設定し、データ蓄積を開始、MI-Gと活用検討開始している。

②WP 2 モデル駆動型アプローチ：解析技術の高度化
・PEM劣化予測、性能予測シミュレーター開発との連携し、PEM解析、ラジカルクエンチャ―分布

解析、マルチスケールの凝縮水可視化、触媒層可視化／担体解析、被毒・回復解析、プロセス解析の
高度化を進めている。
・MIRAI材料・セルを対象として、シミュレーションとの連携を開始し、成果が出始めている。
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